
令和３年度 第２回 岐阜県地方独立行政法人評価委員会（看護大学関係） 

 

―― 議 事 要 旨 ―― 

 

 

 

１ 日  時 令和３年８月２４日（火） １３：００ ～ １４：１５ 

２ 場  所 Web会議（事務局：議会棟２階 第２面会室） 

３ 出 席 者 

［委  員］中島委員長、地守委員、冨田委員、渡部委員 

［専門委員］青木専門委員、山岡専門委員 

［法  人］（公立大学法人岐阜県立看護大学）北山理事長、土井事務局長 

［設立団体］（岐阜県）森医療福祉連携推進課長、若原看護対策監、 

           堀込看護係長 ほか 

 

４ 議 事 等 

［議 題 １］令和２年度財務諸表について 

［議 題 ２］利益処分について 

［議 題 ３］令和２年度業務実績に関する評価について 

［議 題 ４］第３期中期目標（案）について 

［議 題 ５］第３期中期計画（素案）について 

 

５ 配布資料 次第、名簿、資料１－１、１－２、１－３、参考、２－１、２－２、 

       ３－１、３－２、３－３、４－１、４－２、５－１、５－２、５－３ 

 

６ 議事要旨
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議事概要 看護大学関係 

 

［審議事項：議題１及び議題２］ 

公立大学法人岐阜県立看護大学の令和２年度財務諸表について 

 公立大学法人岐阜県立看護大学の利益処分について 

 

資料１－１ ～ 資料２－２ に従い事務局及び法人から説明 

 

質疑応答 

【渡部委員】 

 図書について、1,700 万円の減少とあるが経緯について知りたい。 

 

【看護大学 土井事務局長】 

 受入後 10 年以上経過し、利用及び保存の価値が低下した図書について処分をするとい

う基準がある。平成 22 年に法人化し、ちょうど 10 年が経過しており、県から受け入れ

た多くの図書について除籍処分を行っている。 

 

【渡部委員】 

 費用の部において、減価償却費が減少傾向にあるため、耐用年数が過ぎている資産があ

ると考えられる。そこで、今後、大規模修繕をする必要が出てくると思うが、修繕計画に

ついて教えてほしい。 

 

【看護大学 土井事務局長】 

 県管財課が策定している県有施設長寿命化計画に沿って、本学の修繕計画も適宜策定や

見直しをしている。 

 

【渡部委員】 

 具体的にどれぐらいの金額の修繕が今後発生しそうか。 

 

【看護大学 土井事務局長】 

 大規模修繕については、毎年 3,000 万円程度を目安に予算要求をしているが、その時の

必要性に応じて増減が生じる。 

 

【渡部委員】 

 減価償却費が減少している中で、資産見返運営費交付金等戻入、資産見返物品受贈額戻

入が生じ収益化されているが、対応する費用は何か。 
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【看護大学 土井事務局長】 

 法人化前に購入した図書の除却に伴う費用が対応しており、教育研修支援費の図書費に

費用を計上している。 

 

【渡部委員】 

 5 期比較について、収支状況のみならず、貸借対照表等の記載を検討されたい。 

 

【看護大学 土井事務局長】 

 今後、県と相談して検討する。 

 

【渡部委員】 

 損益計算書のその他臨時損失 350 万円については、どのような内容か。 

 

【看護大学 土井事務局長】 

 令和元年度の運営費交付金を収益化する際に、過大に計上していたことが発覚したため、

会計士と相談をし、過年度損益修正として臨時損失に計上をしている。 

 

【渡部委員】 

 臨時損失の内容については、注記に記載する必要はないと判断されたのか。 

 

【看護大学 土井事務局長】 

 会計士と相談のうえ、必要ないと判断した。 

 

【渡部委員】 

 附属明細書において、工具器具備品が 1,500 万円程度増加しているが、新型コロナウイ

ルス感染症対策に伴う設備投資が理由か。 

  

【看護大学 土井事務局長】 

 令和 3 年 1 月から運用している財務会計システムの更新に伴う費用である。 

 

【渡部委員】 

 財務会計システムについては、ソフトウェアではないのか。 

 

【看護大学 土井事務局長】 

 サーバーとして管理している。 

 

【渡部委員】 

 投資その他の資産における長期前払費用 1,650 万円については、どのような内容か。 
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【看護大学 土井事務局長】 

 財務会計システムの維持管理費用であり、メーカーとの契約上、5 年分を一括前払いし

たもの。 

 

【渡部委員】 

 業務費及び一般管理費の明細において、一般管理費の修繕費に 4,100 万円程度計上され

ているが、内容は何か。 

 

【看護大学 土井事務局長】 

 施設の老朽化に伴い、修繕が必要な箇所が多数生じている。昨年度の大規模修繕では、

冷房システムのヒートチラーポンプの交換に約 2,600 万円程度、学内の高圧ケーブルの張

替に約 800 万円支出しており、その他多数の小規模修繕も実施している。 

 

【渡部委員】 

 大規模修繕については、場合によっては資本的支出となり、固定資産の対象になるかど

うかの判断が必要になるかと思うが、ヒートチラーポンプの交換や高圧ケーブルの張替は

その対象にはならなかったのか。 

 

【看護大学 土井事務局長】 

 付加価値の増加や機能の強化につながる修繕ではないため、資本的支出には該当しない。 

 

【冨田委員】 

 新型コロナウイルス感染症に伴う支出や収入について教えてほしい。 

 

【看護大学 土井事務局長】 

 県の補助金 200 万円程度を活用し 400 万円程度の遠隔教育システムの導入を行った。  

 また、実習不足を補うため、学内演習用の人体モデル等の導入も行っており費用が発生

している。 

 一方で、出張を伴う学会や、サバティカル研修については中止となり、研究経費が減少

している部分もある。 

 また、換気をした上での冷暖房の運用によって電気代が増加する見込みであったが、授

業を実施しない日も増えたため、それほど影響はなかった。 

  

【冨田委員】 

 純利益は若干の赤字であるが、収支について、新型コロナウイルス感染症の影響はあま

りなかったということか。 
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【看護大学 土井事務局長】 

 収支状況における新型コロナウイルス感染症の影響について分析することは難しいが、

赤字になった大きな要因として、効率化対象経費に係る運営費交付額が毎年 1％、300 万

円程度ずつ減少していることが考えられる。 

 

【中島委員長】 

 科学研究費の間接経費については収益の部に 200 万円程度計上されているが、科学研

究費の直接経費については枠外で処理をしているのか。 

 

【看護大学 土井事務局長】 

 枠外で処理をしている。 

 

【中島委員長】 

 つまり、記載されている研究経費以上に費用が発生しているということか。 

 

【看護大学 土井事務局長】 

 その通り。 

 

【中島委員長】 

 研究経費において、報酬・委託・手数料が消耗品費よりも非常に多いが、看護の研究の

特色なのか。医学の研究においては、消耗品費よりも委託費が多いことはあまりないため、

違和感がある。 

 

【看護大学 土井事務局長】 

 警備費等施設管理に係る委託費について、研究棟に係る費用を按分して計上しているた

め、報酬・委託・手数料の費用が多くなっている。 

 

【中島委員長】 

 外部委託によるアンケートを多数実施したというわけではないのか。 

 

【看護大学 土井事務局長】 

 その通り。 

 

【山岡専門委員】 

 本学の看護学科については、アンケートのための外部委託にかかる研究費は非常に多い

が、臨床検査学科、放射線技術学科、薬学科においては、自ら実験を行うため、消耗品、

備品の支出が多い。 
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【中島委員長】 

他にご意見・ご質問が尽きたようなので、財務諸表及び利益処分について、当委員会と

しての意見書を知事に提出することについて、決定したいと思う。 

意見書（案）のとおり、看護大学の令和２年度財務諸表及び利益処分について、「承認

することが適当である」という意見書を知事に提出することとしたいが、これにご異議は

ないか。 

 

（異議なしの声） 

 

【中島委員長】 

異議なしと認める。看護大学の令和２年度財務諸表及び利益処分について、（案）のと

おり、知事に意見書を提出することに決定した。 

 

［議題３］ 

公立大学法人岐阜県立看護大学の令和２年度業務実績に関する評価について 

 

＜評価に関する論点の整理・項目別評価原案について＞ 

資料３－１ ～ 資料３－２ に従い事務局から説明 

 

質疑応答 

【中島委員長】 

小項目ごとの検証・確認のうち、評価の検討を要する項目について審議したいと思うが、

資料３－１について、委員・専門委員からご意見、ご質問はあるか。 

 

【冨田委員】 

 コロナ禍において、連絡協議会を開催できなかったことは仕方ないため、事務局案のと

おり評価Ⅲでよいと思う。 

 

【山岡専門委員】 

 科学研究費について、採択率 50％は驚異的な数値であるため、十分に評価Ⅳに値する

と思う。 

 

【中島委員長】 

 科学研究費の採択率は、一般的に 2 割から 3 割という中で、5 割は素晴らしいと思う。 

 その他ご意見・ご質問等ないようだが、法人から何か意見はあるか。 

 

（意見なし） 
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【中島委員長】 

評価の検討を要する項目について、案のとおり決定してよろしいか。 

 

（異議なしの声） 

 

【中島委員長】 

異議なしと認める。案のとおり決定する。 

 

＜評価結果原案について＞ 

資料３－３ に従い事務局から説明 

 

質疑応答 

【中島委員長】 

委員・専門委員からご意見、ご質問はあるか。 

 

【冨田委員】 

 クラスターが発生した大学がある中で、新型コロナウイルス感染者を 1 人も出さなか

ったことは大いに評価できる。 

 

【中島委員長】 

 全体評価がＡ評定であるが、これに意見はあるか。 

 

【冨田委員】 

 中期目標の達成に向けて順調に進んでおり、問題ないと思う。 

 

【中島委員長】 

 その他ご意見・ご質問等ないようだが、法人から何か意見はあるか。 

 

【看護大学 北山理事長】 

 本学は、感染予防について学生へ自覚を促しており、それぞれが健康管理や感染防止対

策を徹底したことが、感染者 0 人という結果につながったと思う。 

 

【冨田委員】 

 教員による教育と看護師を目指しているという学生の自覚は素晴らしいと思う。 

 

【中島委員長】 

 岐阜大学の看護学科も感染者は出ておらず、看護師を目指す方の意識は非常に高いと思

う。 
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 他にご意見ご質問が尽きたようなので、原案のとおり決定したいと思うが、よろしいか。 

 

（異議なし） 

 

【中島委員長】 

異議なしと認める。本案は原案のとおり決定した。 

この後、法人に対して評価結果（案）を評価委員会の案として通知し、法人からの意見

申出を受けるが、法人から特に意見がない場合は、（案）のとおり評価結果を決定する。       

また、法人から意見の申出があり、それによって評価結果（案）の修正が必要と認めら

れる場合は、改めて委員・専門委員の皆様に意見を伺おうと思うが、具体的な方法につい

ては、委員長である私に一任するということでよろしいか。 

 

（異議なしの声） 

 

【中島委員長】 

異議なしと認める。 

 

［議題４］ 

公立大学法人岐阜県立看護大学の第３期中期目標（案）について 

 

資料４－１及び資料４－２に従い事務局から説明 

 

質疑応答 

 なし 

 

［議題５］ 

公立大学法人岐阜県立看護大学の第３期中期計画（素案）について 

 

 資料５－１ ～ 資料５－３ に従い法人から説明 

 

質疑応答 

【渡部委員】 

 事務の効率化の中で業務のデジタル化とあるが、具体的な計画があるのか。 

 

【看護大学 土井事務局長】 

 費用が多額等の理由で導入できていない給与システムについて、第３期中期目標期間で

検討できればと考えている。 
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【地守委員】 

 卒業後、修了後の支援について、具体的な計画があれば教えてほしい。 

 

【看護大学 北山理事長】 

 卒業生については、県内の看護職者との共同研究や看護実践研究指導事業に参画しても

らい、所属現場の看護をよりよくするための支援をしたいと考えている。 

 修了者については、看護実践研究学会や同窓会などと連携をとりながら、現場の看護の

実践や改革を促進するための支援をしたいと考えている。 

 

【青木専門委員】 

 看護協会では、様々な研修を行っており多くの専門看護師に協力をしてもらっている。

今後も、各研修の講師として協力をしてもらうとともに、県の関係組織や看護協会の事業

と連携をしながら、自主的に課題の提言をしてほしい。 

 

【看護大学 北山理事長】 

 具体的な連携方法については、今後相談をしながら進めていきたい。 

 

【冨田委員】 

 共同研究や看護実践研究指導事業については、引き続きお願いをしたい。 

 第２期中期計画に引き続き、第３期中期計画においても、学長のリーダーシップについ

て記載があるが、何か課題があるのか。 

 また、問題発生時における健康危機管理の組織的な取組みについて、具体的に教えてほ

しい。 

  

【看護大学 土井事務局長】 

 機動的な意思決定ができるよう、昨年度から、事務局内に学長直下の企画室を設置して

いる。具体的に何か課題があるというわけではないが、第３期中期目標期間においても組

織や会議の在り方について、学長がリーダーシップをとり、速やかな決断ができるような

体制を引き続き検討していく必要があるため、改めて記載をしている。 

 危機管理については、理事と一部の事務局員で構成された危機管理対策会議を設けてい

る。今般の新型コロナウイルス感染症対策では、関係する教務委員長、学生生活委員長、

学内の保健師などを構成員として対応しており、今後の未知の危機に対しても機動的に対

応していきたいと考えている。 

 

【冨田委員】 

 病院では、普段から業務を整理しておき、緊急事態時に対応できるようＢＣＰを策定し

ているが、大学ではどうか。 
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【看護大学 北山理事長】 

 感染症に関しては本人や家族に症状等が出現した場合の学生・教職員の対応は策定して

いるが、緊急事態時の大学の対応に関するＢＣＰは策定していない。健康課題が起きそう

なことを予測しながら、迅速に対応できるように体制を整えている。 

 

以 上（終了時刻 １４：１５） 


